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目的： 

エコチル調査における妊婦の血中カドミウム（Cd）濃度の出生体重への影響について、ベンチマークドーズアプローチを用

い、ベンチマーク用量（BMD）を算出することを目的とした。 

 

※ベンチマーク用量（BMD）：あらかじめ定義された健康影響（ベンチマーク応答（BMR））を引き起こす用量または濃度 

 

方法： 

エコチル調査に参加する 80,669 組の母子を対象とした。妊娠中期から後期に採取された母体血中 Cd 濃度を測定した。ベ

イズ回帰モデルを用いて、母体血中の Cd 濃度と出生体重との用量反応関係を解析した。BMR は低出生体重児が 5%増加

することとし、これはエコチル調査のデータから出生体重が 100g 減少することと近似でき、この BMR に基づき BMD および

その 95%信頼下限値（BMDL）を算出した。 

 

結果： 

低出生体重児の割合が 5%増加する母体血中Cd濃度から導かれたBMDおよびBMDLは、それぞれ 6.25および 4.29 µg/L

であった。 

 

 

考察（研究の限界を含める）： 

BMD および BMDL は、腎機能に対する Cd の影響に基づく主要リスク評価機関の耐容摂取量に相当する血中濃度と同等

程度であった。本研究の主な限界は３点ある。一点目は、血中 Cd の生物学的半減期は 3–4 か月であり、妊娠中後期の血

中 Cd 濃度は直近のばく露を反映するに過ぎないこと。二点目は、母親の慢性腎臓病の既往は自己申告によるもので、実

際の妊娠中の腎機能を正確に反映していない可能性があること。三点目は、耐容一日摂取量（TDI）を推定血中 Cd 濃度に

換算して BMDL と比較していることである。本研究は低出生体重児のみを対象としており、将来的には他の出生時アウトカ

ムも考慮する必要がある。 

 

結論： 

出生体重に対する影響から算出された妊婦血中 Cd の BMDL は 4.29 µg/L であった。 

 


